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Nakamura et al.（2015）は、過去と現在の海氷分布を大気大循環モデル（AFES version 4.1）の境界条件としてそ
れぞれ 60 年分の数値積分を行い、北極海の海氷減少が北極振動（Arctic Oscillation: AO）をより負の位相にシフト
させることを示した。これは、海氷が無くなって海面が現れた場所での乱流熱フラックスの増加が、定常ロスビ
ー波の励起を促し、対流圏内の子午面循環が強化され、中緯度域を冷却、北極域を加熱することによる。しかし、
よりスケールの小さい総観規模波動などの変化により、背景場の気温にどのような局所的な影響を及ぼすかは明
らかではない。 
これまで、循環の変化とそれに伴う気温への影響は、変形オイラー平均方程式（TEM）系における 2 次元の残差
子午面循環を用いて議論されてきた。しかし、TEM 系では残差循環や気温変動の経度依存性を議論することがで
きない。近年、3 次元の波活動フラックスとそれに対応する 3 次元残差循環が新たに定式化され（Kinoshita and 
Sato, 2013a, b）、擾乱の位相情報を除いた後の背景場の循環や気温の経度依存性や局所分布を議論することが可能
となってきた。そこで本研究では、これらを用いて海氷変動に起因する 3 次元の波活動や循環の変化を調べ、そ
の結果起こる局所的な気温変動を定量的に明らかにすることを試みる。この手法により、これまで必ずしも自明
ではなかった 3 次元の波活動の変化と残差循環の変化、および局所的な気温変化の因果関係が明瞭になると期待
される。 
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